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北カリフォルニアのサンフランシスコ近郊の教会で一緒だった友人から電話があり

ました。教会員の８４歳の勝子さんがこのところ、身体の具合が悪く、ひとり住まい

のお宅から、娘さんの家に移っているということでした。いつも沖縄出身の勝子さん

は働き者で昼間は、たいてい庭で、菜園をやっていて（そのゴーヤ畑はすごいです）夏

には教会にその庭で採れた夏野菜をいっぱい届けてくれたり、庭仕事に励んでいた、

働き者の沖縄のおばあでした。
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その直後、彼女は心臓で、ステントを入れる手術のために入院したと知らせが来まし

た。前にもステントを入れたことがありましたから、ステントを入れるだけであった

ら、そんなに心配はいらないと思っていたところ、すぐ退院できるとの知らせがあっ

たと思ったら、退院予定のその朝に今度はストローク（脳溢血）を起こしたという

ニュース。

前の日曜日には朝も夜もズームでの聖書のクラスに出席していたということでし

た。次の朝、親しい友人がコロナ禍だから、会いに行くこともできないと思っていた

のが、友人に勧められて、その二人で、賛美をしに行きたいと娘さんに許可をもらっ

たと言ってきました。勝子さんにとって娘のような存在の彼女ですから、ご家族も大

喜びして迎えてくれるというのです。

その友人と私はラインで繋がっているので、それなら勝子さんの家から実況放送を

ラインでしてくれるように頼みました。その日のお昼ごろだというので、待機してい

ました。彼女の顔が映し出され、教会の友人二人が彼女の好きな沖縄のメロディの聖

歌、“野の花を見よと ”と、やはり沖縄の賛美、“みんなで賛美しよう ”を歌い、ロサン

ゼルスにいながら、私と夫も参加させてもらいました。

病院ではコロナ禍のために、誰も面会に行かれないことから、娘さんのお家に引き

取って、ホスピスケアをやってもらうことにしたそうです。そして、もう長くないと

いうではありませんか。

しかも続いてきたニュースは半身不随になったこと、そしてもう医者の手にはおえ

ないから、ホスピスケアに入るという、悲しい知らせでした。
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彼女の顔は目こそ開いていませんでしたがとても穏やかで、「勝子さん、勝子さん」と

声をかけた私達二人の声に反応し、友人が萎えていない方の手を握っていたところ、

手を握り返したというのです。

あまりにも穏やかで美しく、ああ。もう勝子さんは天国の門の前に行っているなと確

信しました。そしてその翌朝彼女は召されました。

すでにその前の日には牧師先生ご夫婦がうかがい、娘さん家族とともに彼女を囲み

祈り、賛美と祈りの時をもったということでした。

いつも礼拝の最中、この “野の花を見よと ”だけではありません。リズムのある賛美

が始まると、礼拝堂の真ん中に出て、カチャアシを踊ってくれた勝子さん。 きっと今

は、天国で、踊っていてくれていることでしょう。天国では半身不随ということもな

いでしょうから。

https://www.sanbi.us/here/wp-content/uploads/2020/12/07ec94daa08e815d4f41c6b9704b750e.mp4?_=1"
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勝子さんは、私達まだこの世に生きている者たちに、天国への確信を教えてくれたの

です。

「死は勝利にのまれてしまった。」 第一コリント１５：５５
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